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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、PP2Cファミリーに属するタンパク質セリン／スレオニンホスファターゼです。このタンパク質は、インテグリンを介したシグナル伝達の調節因子であるインテグリン結合キナーゼ（ILK/ILK1）と相互作用し、ILKのキナーゼ活性を調節します。ILKとの相互作用を通じて、このタンパク質はILKを介したグリコーゲン合成酵素キナーゼ3β（GSK3β）のシグナル伝達プロセスに選択的に影響を及ぼし、Wntシグナル伝達経路に関与する可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：リン酸化タンパク質 + H(2)O = タンパク質 + リン酸。,補因子：サブユニットあたり2個のマグネシウムまたはマンガンイオンを結合します。,機能：適切なリン酸化状態が細胞増殖に重要である可能性のある基質の脱リン酸化を介して、細胞周期の進行を制御する役割を果たす可能性のあるタンパク質ホスファターゼ。インテグリン結合キナーゼ（ILK）と選択的に会合し、細胞接着および増殖因子シグナル伝達を調節する。ILK-GSK3Bシグナル伝達系を阻害し、がん化の阻害に重要な役割を果たす可能性がある。,誘導：マグネシウムによって刺激されるのではなく、阻害される。,類似性：PP2Cファミリーに属する。,類似性：PP2C類似ドメインを1つ含む。,サブユニット：ILKと相互作用する。ILKとの特異的な会合は、どちらのパートナーの触媒活性にも依存しない。,組織特異性：広く発現している。横紋筋で最も高い発現レベルを示す。様々な平滑筋組織では、はるかに低いレベルが認められる。,
	研究分野
	-
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	ILKAP抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	ILKAP抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ILKAPポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

